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三田哲学会活動報告

〈三田哲学会　2017年度総会議事録〉
日　時： 2017 年 5 月 24 日（水）12 : 15～13 : 15
場　所： 三田・研究室棟 1 階　A・B 会議室
出席者： 金子，荒畑，柏端，田中，上枝（哲学専攻），山内，石田（倫理学専攻），

遠山，金山，中尾（美学美術史専攻），岡原，岡田，杉浦（社会学専攻），
皆川（心理学専攻），藤澤（教育学専攻），佐川（人間科学専攻，書記）

会長挨拶

報告事項
1. 編集担当報告
・ 『哲学』138・139 号が刊行されたこと，部数は 1200 部であったこと，

刊行・納入は 4 月で会計管理上は 2017 年度分で処理されたことについ
て報告があった．
・ 三田哲叢書の続刊については，適宜進行している旨，報告があった．

2. 庶務担当報告
・ 2016 年度には三田哲学会講演会 16 件，学会共催 2 件がなされたことが

報告された．
・ 『哲学』138・139 号の発送を終えたことが報告された．宛先不明で 3 件

が戻ってきたため，会員情報の管理のあり方について今後議論を続けて
いく必要があることが指摘された．

協議事項
1. 新入会員の承認について
・ 12 名の入会が承認された．

2. 2017 年度の役員について
・ 岡原（会長： 社会学），山内（幹事長： 倫理学），佐川（庶務 2 年目： 人

間科学）・中尾（庶務 1 年目：美学美術史），皆川（会計 2 年目：心理学）・
田中（会計 1 年目： 哲学），藤澤（編集 2 年目： 教育学）・岡田（編集 1
年目： 社会学），遠山（会計監査： 美学美術史）という新体制が承認さ
れた．

3. 2016 年度決算報告および監査報告
・ 一般会計案・特別会計案が提案され，それぞれ承認された．
・ 叢書6冊のうち1冊は一般会計から支出される予定である旨，報告があっ

た．



（ 126 ）

4. 2017 年度予算案
・ 予算案が提案され，承認された．

5. その他
講演会関係について以下の事項が提案され承認された．
・ 教員 1 人あたり年間 6 人分の申請分が上限だが，1 回のイベントでの助

成は 3 人を上限とする．
・ 補助金の支払いは一律 3 万円とする．慶應義塾専任教員や大学院生には

支出しない．
・ 3 月 15 日までに開催される研究会を補助対象とする．また報告書は 3

月 25 日までに必ず提出する．3 月 16 日から 31 日に開催される研究会
には支出しない．
・ 海外研究者への支払いは申請者が立替払をすることとする．報告書の提

出後に申請者へ振り込まれる．
・ 講演会のお知らせを文学部 HP のイベントカレンダーにも掲載すること

とする．
・ 会計幹事から研究活動推進費の会計締切を 2 月末にすることが提案さ

れ，承認された．
・ HP 上に掲載された各専攻の文献一覧表は，各専攻で修正・更新の有無

を決定し，更新する場合は 12 月までに提出することを決定した．
・ 幹事会は年度末にも開き翌年度の事業等を確認しておく必要があること

が確認された．


